
お
お

る
い

ひ
ろ
し

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

大

類

洋

専
攻
学
科
目

生
物
有
機
化
学
・
分
析
化
学

生

年

月

昭
和
一
七
年

一
月

略

歴

昭
和
四
〇
年

三
月

東
京
大
学
農
学
部
農
芸
化
学
科
卒
業

同

四
〇
年

四
月

宇
部
興
産
（
株
）（
昭
和
四
一
年
三
月
ま
で
）

同

四
六
年
一
〇
月

農
学
博
士

同

四
六
年
一
〇
月

理
化
学
研
究
所
研
究
員

同

四
七
年

七
月

米
国
ス
ロ
ー
ン
・
ケ
ッ
タ
リ
ン
グ
癌
研
究
所
博
士
研
究
員

同

四
八
年

八
月

米
国
シ
ン
テ
ッ
ク
ス
研
究
所
博
士
研
究
員

同

五
六
年

四
月

東
北
大
学
農
学
部
助
教
授

平
成

九
年

七
月

東
北
大
学
農
学
部
教
授

同

一
〇
年

四
月

東
北
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
教
授

同

一
三
年

四
月

東
北
大
学
大
学
院
生
命
科
学
研
究
科
教
授

同

一
七
年

四
月

東
北
大
学
名
誉
教
授

同

一
八
年

四
月

横
浜
薬
科
大
学
薬
学
部
教
授
（
現
在
に
至
る
）

九



き
た

は
ら

た
け
し

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

北

原

武

専
攻
学
科
目

有
機
合
成
化
学
・
天
然
物
化
学

生

年

月

昭
和
一
八
年

三
月

略

歴

昭
和
四
〇
年

三
月

東
京
大
学
農
学
部
農
芸
化
学
科
卒
業

同

四
五
年

三
月

東
京
大
学
大
学
院
農
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同

四
五
年

三
月

農
学
博
士

同

四
五
年

六
月

理
化
学
研
究
所
研
究
員

同

四
九
年

六
月

米
国
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学
化
学
科
博
士
研
究
員

同

五
四
年

四
月

東
京
大
学
農
学
部
助
教
授

平
成

六
年

六
月

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
教
授

同

一
六
年

四
月

東
京
大
学
名
誉
教
授

同

一
六
年

四
月

北
里
研
究
所
基
礎
研
究
所
研
究
部
長

同

一
六
年

四
月

帝
京
平
成
大
学
薬
学
部
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同

一
六
年
一
〇
月

北
里
大
学
客
員
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同

二
〇
年

五
月

大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
客
員
教
授
（
平
成
二
一
年
三
月
ま
で
）

一
〇



農
学
博
士
大
類

洋
氏
及
び
農
学
博
士
北
原

武
氏
の
「
新
規
生
物
機
能
性
分
子
の
創
製
と
そ

の
応
用
に
関
す
る
研
究
」（
共
同
研
究
）
に
対

す
る
授
賞
審
査
要
旨

生
物
活
性
天
然
物
や
類
縁
体
の
精
密
合
成
研
究
は
、
生
命
現
象
の
解
明
に
関

わ
る
基
礎
研
究
か
ら
画
期
的
な
生
物
活
性
物
質
創
製
と
実
用
化
等
の
応
用
研
究

に
い
た
る
ま
で
多
々
貢
献
し
得
る
。
ま
た
、
生
命
現
象
の
解
析
に
お
い
て
必
須

な
高
感
度
か
つ
精
密
な
分
析
手
段
の
開
発
に
も
寄
与
す
る
。

大
類

洋
氏
と
北
原

武
氏
は
、
こ
れ
ら
の
重
要
性
に
着
目
し
て
、
合
理
的

な
分
子
設
計
に
よ
る
精
密
合
成
を
駆
使
し
、
新
規
な
生
物
機
能
性
分
子
の
創
製

と
応
用
に
関
す
る
先
導
的
な
研
究
を
展
開
し
て
き
た
。

そ
の
研
究
業
績
は

１
�
超
高
感
度
分
析
法
の
開
発
と
応
用

２
�
画
期
的
な
有
用
化
合
物
の
創
製
と
生
物
活
性
物
質
合
成
へ
の
展
開

３
�
各
種
有
用
生
物
活
性
物
質
の
合
成
と
応
用

の
三
項
目
に
大
別
さ
れ
る
。

１
�
超
高
感
度
分
析
法
の
開
発
と
応
用

従
来
、
遠
隔
位
の
不
斉
を
精
密
に
識
別
す
る
手
法
に
は
限
界
が
あ
り
、「
革

新
的
な
超
高
感
度
不
斉
識
別
法
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
大
類
、
北
原
両
氏

は
、
糖
類
の
研
究
を
通
じ
て
安
定
配
座
が
酸
素
原
子
間
の
ゴ
ー
シ
ュ
効
果
に
支

配
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
、
精
密
な
分
子
設
計
に
基
づ
く
構
造
改
変
を
経

て
、
フ
ェ
ム
ト
モ
ル
レ
ベ
ル
で
遠
隔
位
不
斉
識
別
が
可
能
な
超
高
性
能
糖
試
薬

を
開
発
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
三
つ
の
不
斉
中
心
を
も
つ
ト
コ
フ
ェ
ロ
ー
ル
の

八
個
の
立
体
異
性
体
全
て
をH

PL
C

に
よ
り
完
全
に
分
離
分
析
す
る
等
、
こ
れ

ま
で
全
く
不
可
能
で
あ
っ
た
遠
隔
位
不
斉
識
別
が
可
能
と
な
っ
た
。
新
し
い
概

念
に
基
づ
い
た
世
界
初
の
超
高
感
度
分
析
法
の
確
立
は
、
分
析
困
難
な
微
量
生

物
活
性
物
質
の
不
斉
点
解
析
を
基
盤
と
す
る
分
子
機
能
の
解
明
等
、
生
命
科
学

分
野
の
研
究
推
進
の
た
め
の
強
力
な
武
器
と
し
て
多
大
な
貢
献
が
期
待
さ
れ

る
。ま

た
、
ジ
フ
ェ
ニ
ル－

１－

ピ
レ
ニ
ル
ホ
ス
フ
ィ
ン
（D

PPP

）
試
薬
を
創
製

し
、
蛍
光
強
度
を
測
定
す
る
だ
け
と
い
う
簡
便
且
つ
精
密
な
活
性
酸
素
の
高
感

度
発
蛍
光
定
量
分
析
法
を
初
め
て
確
立
し
、
生
化
学
分
野
の
研
究
推
進
に
貢
献

し
た
。

２
�
画
期
的
な
有
用
化
合
物
の
創
製
と
生
物
活
性
物
質
合
成
へ
の
展
開

脂
環
式
化
合
物
の
合
成
に
有
用
な
デ
ィ
ー
ル
ス
・
ア
ル
ダ
ー
反
応
に
お
い

三
八



て
、
酸
素
置
換
の
あ
る
１－

メ
ト
キ
シ－

３－

ト
リ
メ
チ
ル
シ
ロ
キ
シ－

１
、

３－
ブ
タ
ジ
エ
ン
が
驚
異
的
な
反
応
性
を
示
す
こ
と
を
世
界
で
初
め
て
見
出
し

た
。
本
ジ
エ
ン
を
用
い
て
、
抗
癌
剤
バ
ー
ノ
レ
ピ
ン
を
は
じ
め
各
種
生
物
活
性

物
質
の
合
成
に
成
功
し
た
。
ダ
ニ
シ
ェ
フ
ス
キ
ー
・
北
原
ジ
エ
ン
と
呼
ば
れ
る

本
化
合
物
は
、
複
雑
な
官
能
基
を
持
つ
環
状
化
合
物
を
与
え
る
革
新
的
試
薬
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
そ
の
有
用
性
は
世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
、
広
く
利
用
さ

れ
て
お
り
、
糖
類
な
ど
複
素
環
を
含
む
環
式
化
合
物
の
合
成
法
に
お
い
て
新
時

代
を
も
た
ら
し
た
。

ま
た
、
家
庭
用
殺
虫
剤
ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
の
広
範
な
構
造
―
活
性
相
関
研
究
を

通
じ
、
そ
れ
ま
で
全
く
未
知
で
あ
っ
た
酸
部
有
効
成
分
と
し
て
テ
ト
ラ
メ
チ
ル

酸
を
世
界
で
初
め
て
見
出
し
、
実
用
的
ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
、
テ
ラ
レ
ス
リ
ン
の
開

発
に
成
功
し
た
。
本
発
見
以
後
、
ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
に
お
け
る
改
変
研
究
が
さ
ら

に
活
性
化
し
、
農
業
用
殺
虫
剤
の
開
発
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
こ

の
画
期
的
成
果
は
、
テ
ト
ラ
メ
チ
ル
酸
を
用
い
て
年
間
数
百
ト
ン
生
産
さ
れ
、

農
業
用
殺
虫
剤
と
し
て
世
界
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
フ
ェ
ン
プ
ロ
パ
ス
リ
ン
の

開
発
に
結
び
つ
き
、
農
業
生
産
の
増
大
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

上
記
は
い
ず
れ
も
、
有
機
合
成
化
学
、
農
薬
化
学
分
野
に
お
い
て
基
礎
か
ら

応
用
に
至
る
ま
で
波
及
効
果
の
非
常
に
大
き
い
画
期
的
な
業
績
で
あ
り
、
当
該

分
野
の
発
展
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

３
�
各
種
有
用
生
物
活
性
物
質
の
合
成
と
応
用

両
氏
は
、
そ
の
他
に
も
多
数
の
有
用
生
物
活
性
物
質
の
合
成
研
究
を
行
い
、

新
し
い
機
能
開
発
と
応
用
を
展
開
し
、
多
大
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
い
く
つ

か
を
簡
潔
に
述
べ
る
。

イ
ネ
科
植
物
が
不
良
土
壌
で
の
鉄
欠
乏
下
に
根
か
ら
分
泌
し
て
鉄
を
可
溶
化

す
る
鉄
キ
レ
ー
タ
ー
、
ム
ギ
ネ
酸
（M

A

）
や
デ
オ
キ
シ
ム
ギ
ネ
酸
（D

M
A

）
お

よ
び
ニ
コ
チ
ア
ナ
ミ
ン
（N

A

）
は
、
多
彩
な
機
能
を
持
つ
。
両
氏
は
、
本
物
質

群
の
簡
便
な
大
量
合
成
法
を
確
立
し
、
根
か
ら
の
鉄
吸
収
能
力
が
天
然
の

D
M

A

よ
り
も
強
い
活
性
を
持
つ
誘
導
体
を
発
見
し
た
。
ま
た
、
葉
か
ら
の
投

与
で
はN

A

がD
M

A

よ
り
も
生
育
効
果
が
大
き
い
こ
と
を
見
出
し
、
植
物
鉄

キ
レ
ー
タ
ー
の
機
能
を
次
々
と
明
ら
か
に
し
た
。
現
在
、
関
連
誘
導
体
を
世
界

中
に
提
供
し
、
植
物
生
理
学
的
研
究
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
。

ま
た
、
生
化
学
者
と
協
同
し
て
細
胞
周
期
阻
害
剤
の
機
能
解
析
を
目
指
し
、

合
成
研
究
を
展
開
し
、
多
く
の
画
期
的
な
成
果
を
挙
げ
た
。
例
え
ば
抗
腫
瘍
物

質FR
901464

に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
構
造
―
活
性
相
関
研
究
か
ら
高
活
性
誘

導
体
ス
プ
ラ
イ
ソ
ス
タ
チ
ン
を
見
出
し
て
標
的
タ
ン
パ
ク
質
を
同
定
し
、
機
能

解
析
に
よ
りm

R
N

A

へ
の
ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
阻
害
し
て
正
常
な
タ
ン
パ
ク

質
形
成
を
阻
止
す
る
と
い
う
新
し
い
作
用
機
序
を
持
つ
抗
腫
瘍
剤
で
あ
る
こ
と

を
世
界
で
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
。

さ
ら
に
、
糖
類
を
不
斉
源
と
す
る
光
学
活
性
物
質
の
合
成
研
究
を
世
界
に
先

三
九



駆
け
て
行
い
、
天
然
物
の
絶
対
立
体
配
置
の
決
定
や
多
数
の
生
物
活
性
物
質
の

合
成
に
成
功
し
た
。
本
手
法
は
、
後
に
糖
を
起
源
と
す
る
「
キ
ラ
ル
戦
略
法
」
と

し
て
一
般
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
開
拓
者
と
し
て
貢
献
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

ヌ
ク
レ
オ
シ
ド
系
エ
イ
ズ
薬
に
お
け
る
耐
性
出
現
の
考
察
か
ら
４’－

置
換－

２’

－

デ
オ
キ
シ
ヌ
ク
レ
オ
シ
ド
を
設
計
し
、
多
剤
耐
性
株
を
含
む
全
て
のH
IV

に
著
効
を
持
つ
低
毒
性
化
合
物
の
合
成
に
成
功
し
、
そ
の
実
用
化
に
挑
戦
し
て

い
る
。

以
上
、
大
類
、
北
原
両
氏
は
精
密
合
成
化
学
研
究
を
遂
行
し
、
世
界
に
先
駆

け
て
革
新
的
な
生
物
機
能
性
物
質
創
製
に
成
功
す
る
と
共
に
、
そ
れ
ら
を
駆
使

し
国
内
外
で
の
共
同
研
究
を
通
じ
て
生
命
科
学
、
植
物
生
理
学
、
有
機
化
学
並

び
に
生
体
分
析
化
学
等
広
汎
な
学
際
領
域
に
お
い
て
顕
著
な
成
果
を
挙
げ
た
。

そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
研
究
業
績
と
活
動
は
、
国
の
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
受

け
て
お
り
、
大
類
氏
は
、
日
本
分
析
化
学
会
賞
、
日
本
農
学
賞
及
び
読
売
農
学

賞
を
、
北
原
氏
は
、
有
機
合
成
化
学
協
会
賞
、
日
本
農
学
賞
及
び
読
売
農
学
賞

を
受
賞
し
て
い
る
。

大
類

洋
氏

主
要
な
著
書
、
総
説
及
び
論
文

1.
H

.
K

uzuhara
,

H
.

O
hrui

and
S

.
E

m
oto

,
T

otal
Synthesis

of
Polyoxin

J,

T
etrahedron

L
ett.,5005−

5009
(1973).

2.
H

.
O

hrui
and

S
.

E
m

oto,
Stereospecific
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)-B

iotin
,

T
etrahedron

L
ett.,3657−

3661
(1976).

3.
H

.O
hrui,Y

.N
ishida,M

.W
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and
H

.M
eguro,

1H
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M
R

Studies

on
(6R

)-and
(6S

)-D
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4.
K
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A
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T
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O
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A
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H
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5.
K
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.M
eguro

and
H

.O
hrui,E

nantiom
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ranched
Fatty

A
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.
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